
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目

2 2

( )

科目

2
学
期

A 発電
【知識及び技能】
・発電所の各種の施設・設備の名称とそ
の機能を理解。・新しい発電方式の種
類、およびそれぞれの発電設備の特徴を
理解。・コンバインドサイクル発電や
コージェネレーション発電が、省エネル
ギー対策に有効であることを理解。
【思考力、判断力、表現力等】
・新しい発電方式として、太陽光発電、
風力発電、地熱発電などの開発を進めて
いる現状について的確に表現できる。・
日負荷曲線より、水力発電が担っている
役割について正しく表現できる。省エネ
および環境対策が重要であることを発表
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・発電など電気エネルギーの供給に興味
をもち，主体的に学習に取り組むととも
に，技術者としての態度を身につける。

・指導事項
　発電
　１節　エネルギー資源と電力
　２節　水力発電
　３節　火力発電
　４節　原子力発電
　５節　再生可能エネルギーによ
る発電
　６節　その他のエネルギーによ
る発電
・教材
　教科書
　自作プリント
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

【知識・技能】
・発電所の各種の施設・設備の名称とその機能
を理解しているか。・新しい発電方式の種類、
およびそれぞれの発電設備の特徴を理解してい
るか。・コンバインドサイクル発電やコージェ
ネレーション発電が、省エネルギー対策に有効
であることを理解しているか。
【思考・判断・表現】
・新しい発電方式として、太陽光発電、風力発
電、地熱発電などの開発を進めている現状につ
いて的確に表現できる。・日負荷曲線より、水
力発電が担っている役割について正しく表現で
きる。省エネおよび環境対策が重要であること
を発表できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・発電など電気エネルギーの供給に興味をも
ち，主体的に学習に取り組むとともに，技術者
としての態度を身につけているか。

○ ○ ○ 14

定期考査
○ ○ 1

１
学
期

○

A 発電
【知識及び技能】
・発電所の各種の施設・設備の名称とそ
の機能を理解。・新しい発電方式の種
類、およびそれぞれの発電設備の特徴を
理解。・コンバインドサイクル発電や
コージェネレーション発電が、省エネル
ギー対策に有効であることを理解。
【思考力、判断力、表現力等】
・新しい発電方式として、太陽光発電、
風力発電、地熱発電などの開発を進めて
いる現状について的確に表現できる。・
日負荷曲線より、水力発電が担っている
役割について正しく表現できる。省エネ
および環境対策が重要であることを発表
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・発電など電気エネルギーの供給に興味
をもち，主体的に学習に取り組むととも
に，技術者としての態度を身につける。

・指導事項
　発電
　１節　エネルギー資源と電力
　２節　水力発電
　３節　火力発電
　４節　原子力発電
　５節　再生可能エネルギーによ
る発電
　６節　その他のエネルギーによ
る発電
・教材
　教科書
　自作プリント
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

定期考査

B.送電
【知識及び技能】
・架空送電線および地中送電線の概要が
理解できる。
・中距離送電線路のＴ形およびπ形回路
の電圧降下率の計算とベクトル図を描く
ことができる。
・中性点接地の種類とその機能が理解で
きる。
・送電線路の保護について理解し，知識
を身につけている。
・変電所の設備機器と機能について理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・電気方式で三相３線式が主流になって
いることを考察し，それについて正しく
説明できる。
・標準電圧が決められている理由を考察
し，発表できる。
・省エネルギー対策には，送電電圧の昇
圧と力率改善が関与していることを考察
し，それを的確に説明することができ
る。
・変電所の機能について考察し，それを
発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・送配電系統の構成，送電のしかたなど
に関心をもち，主体的な態度で学習に取
り組むことができる。
・架空送電線路の特性，および等価回路
と電圧降下などに関心をもち，主体的な
態度で学習に取り組むことができる。
・定電圧送電，送電線路の事故と保護な
どに関心をもち，主体的な態度で学習に
取り組むことができる。
・変電所などに関心をもち，主体的な態
度で学習に取り組むことができる。

第２章　送電

　１節　送電方式
　２節　送電線路
　３節　送電と変電の運用
・教材
　教科書
　自作プリント
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

【知識・技能】
・架空送電線および地中送電線の概要が理解で
きているか。
・中距離送電線路のＴ形およびπ形回路の電圧
降下率の計算とベクトル図を描くことができて
いるか。
・中性点接地の種類とその機能が理解できてい
るか。
・送電線路の保護について理解し，知識を身に
つけられているか。
・変電所の設備機器と機能について理解できて
いるか。
【思考・判断・表現】
・電気方式で三相３線式が主流になっているこ
とを考察し，それについて正しく説明できる
か。
・標準電圧が決められている理由を考察し，発
表できるか。
・省エネルギー対策には，送電電圧の昇圧と力
率改善が関与していることを考察し，それを的
確に説明することができるか。
・変電所の機能について考察し，それを発表で
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・送配電系統の構成，送電のしかたなどに関心
をもち，主体的な態度で学習に取り組むことが
できるているか。
・架空送電線路の特性，および等価回路と電圧
降下などに関心をもち，主体的な態度で学習に
取り組むことができているか。
・定電圧送電，送電線路の事故と保護などに関
心をもち，主体的な態度で学習に取り組むこと
ができているか。
・変電所などに関心をもち，主体的な態度で学
習に取り組むことができているか。

【知識・技能】
・発電所の各種の施設・設備の名称とその機能
を理解しているか。・新しい発電方式の種類、
およびそれぞれの発電設備の特徴を理解してい
るか。・コンバインドサイクル発電やコージェ
ネレーション発電が、省エネルギー対策に有効
であることを理解しているか。
【思考・判断・表現】
・新しい発電方式として、太陽光発電、風力発
電、地熱発電などの開発を進めている現状につ
いて的確に表現できる。・日負荷曲線より、水
力発電が担っている役割について正しく表現で
きる。省エネおよび環境対策が重要であること
を発表できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・発電など電気エネルギーの供給に興味をも
ち，主体的に学習に取り組むとともに，技術者
としての態度を身につけているか。

○

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○ ○

○ ○ 11

○ ○ 11

対象学年組：第 学年 組

教科担当者： （１組：　　　　） （２組：　　　　） （３組：　　　　） （４組：　　　　）

足立工科 工業 電力技術
教科： 工業 科目： 電力技術 単位数： 2 単位

使用教科書： 実教出版　電力技術１

教科 工業 の目標：
工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて、電気現象を量的に扱うことに必
要な資質・能力を育成することを目指す。

電力技術 の目標：

配当
時数

・電力技術に関する事象について、技術の関連
性があることを理解している。
・種々の電気事象に対して適切に考えられる。
・各種の公式の意味を理解し、正しく計算でき
る。

・電気基礎、電気実習や電気製図で習得した関
連知識や技能を生かし、電力技術について発展
的に思考
・考察して導き出した考えを、的確に表現する
ことができる。

・発電、送電、配電、屋内配線および電気関係
法規など電気エネルギーの供給に興味をもち、
積極的に学習に取り組むとともに、技術者とし
ての態度が身についている。

電気エネルギーを供給する電力施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な内容を理解させる。また、電気エネ
ルギーを利用する視点から、工業技術の省力化・自動化に関する制御技術及び利用活用することのできる能力と
態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能 】 工業的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき判断し表現する力を身に付け、工業技術の進展に対応し解決するちからを
養う。

【学びに向かう力、人間性等】 諸現象に関心をもち、自ら学び、工業の発展に主体的かつ協動的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標



2
学
期

３
学
期

【知識・技能】
・架空送電線および地中送電線の概要が理解で
きているか。
・中距離送電線路のＴ形およびπ形回路の電圧
降下率の計算とベクトル図を描くことができて
いるか。
・中性点接地の種類とその機能が理解できてい
るか。
・送電線路の保護について理解し，知識を身に
つけられているか。
・変電所の設備機器と機能について理解できて
いるか。
【思考・判断・表現】
・電気方式で三相３線式が主流になっているこ
とを考察し，それについて正しく説明できる
か。
・標準電圧が決められている理由を考察し，発
表できるか。
・省エネルギー対策には，送電電圧の昇圧と力
率改善が関与していることを考察し，それを的
確に説明することができるか。
・変電所の機能について考察し，それを発表で
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・送配電系統の構成，送電のしかたなどに関心
をもち，主体的な態度で学習に取り組むことが
できるているか。
・架空送電線路の特性，および等価回路と電圧
降下などに関心をもち，主体的な態度で学習に
取り組むことができているか。
・定電圧送電，送電線路の事故と保護などに関
心をもち，主体的な態度で学習に取り組むこと
ができているか。
・変電所などに関心をもち，主体的な態度で学
習に取り組むことができているか。

○ ○

定期考査

1

〇〇

定期考査

○ ○ 1

70

合計

○ 15

B.送電
【知識及び技能】
・架空送電線および地中送電線の概要が
理解できる。
・中距離送電線路のＴ形およびπ形回路
の電圧降下率の計算とベクトル図を描く
ことができる。
・中性点接地の種類とその機能が理解で
きる。
・送電線路の保護について理解し，知識
を身につけている。
・変電所の設備機器と機能について理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・電気方式で三相３線式が主流になって
いることを考察し，それについて正しく
説明できる。
・標準電圧が決められている理由を考察
し，発表できる。
・省エネルギー対策には，送電電圧の昇
圧と力率改善が関与していることを考察
し，それを的確に説明することができ
る。
・変電所の機能について考察し，それを
発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・送配電系統の構成，送電のしかたなど
に関心をもち，主体的な態度で学習に取
り組むことができる。
・架空送電線路の特性，および等価回路
と電圧降下などに関心をもち，主体的な
態度で学習に取り組むことができる。
・定電圧送電，送電線路の事故と保護な
どに関心をもち，主体的な態度で学習に
取り組むことができる。
・変電所などに関心をもち，主体的な態
度で学習に取り組むことができる。

第２章　送電

　１節　送電方式
　２節　送電線路
　３節　送電と変電の運用
・教材
　教科書
　自作プリント
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

【知識・技能】
・架空送電線および地中送電線の概要が理解で
きているか。
・中距離送電線路のＴ形およびπ形回路の電圧
降下率の計算とベクトル図を描くことができて
いるか。
・中性点接地の種類とその機能が理解できてい
るか。
・送電線路の保護について理解し，知識を身に
つけられているか。
・変電所の設備機器と機能について理解できて
いるか。
【思考・判断・表現】
・電気方式で三相３線式が主流になっているこ
とを考察し，それについて正しく説明できる
か。
・標準電圧が決められている理由を考察し，発
表できるか。
・省エネルギー対策には，送電電圧の昇圧と力
率改善が関与していることを考察し，それを的
確に説明することができるか。
・変電所の機能について考察し，それを発表で
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・送配電系統の構成，送電のしかたなどに関心
をもち，主体的な態度で学習に取り組むことが
できるているか。
・架空送電線路の特性，および等価回路と電圧
降下などに関心をもち，主体的な態度で学習に
取り組むことができているか。
・定電圧送電，送電線路の事故と保護などに関
心をもち，主体的な態度で学習に取り組むこと
ができているか。
・変電所などに関心をもち，主体的な態度で学
習に取り組むことができているか。

○ ○ ○ 14

B.送電
【知識及び技能】
・架空送電線および地中送電線の概要が
理解できる。
・中距離送電線路のＴ形およびπ形回路
の電圧降下率の計算とベクトル図を描く
ことができる。
・中性点接地の種類とその機能が理解で
きる。
・送電線路の保護について理解し，知識
を身につけている。
・変電所の設備機器と機能について理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・電気方式で三相３線式が主流になって
いることを考察し，それについて正しく
説明できる。
・標準電圧が決められている理由を考察
し，発表できる。
・省エネルギー対策には，送電電圧の昇
圧と力率改善が関与していることを考察
し，それを的確に説明することができ
る。
・変電所の機能について考察し，それを
発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・送配電系統の構成，送電のしかたなど
に関心をもち，主体的な態度で学習に取
り組むことができる。
・架空送電線路の特性，および等価回路
と電圧降下などに関心をもち，主体的な
態度で学習に取り組むことができる。
・定電圧送電，送電線路の事故と保護な
どに関心をもち，主体的な態度で学習に
取り組むことができる。
・変電所などに関心をもち，主体的な態
度で学習に取り組むことができる。

第２章　送電

　１節　送電方式
　２節　送電線路
　３節　送電と変電の運用
・教材
　教科書
　自作プリント
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

定期考査 ○ 1○


